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第６学年 社会科 学習指導案 

                            

１．単元名『わたしたちの「まち」から政治参加を考える』 

（教科書：『小学社会６下』p.２～37／学習指導要領：内容（２）ア，イ） 

 

２．単元の目標 

資料の活用や調査活動を通して，すべての人々の生活の安定と向上を図るための地方公共団体や国

の政治の役割，日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方が，日本国憲法にもとづいてい

ることを理解できるようにする。 

政治参加や「まちづくり」について，小学校区の生活や暮らしを調査し，課題や解決策について他

者との意見交流を図りながら，主体的に政治に参加することの重要性を理解・実感できるようにする。 

 

３．単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての

知識・理解 

政治の働きや我が国

の政治の考え方につい

て，関心や疑問などの感

想をまとめることがで

きたか。 

グループで協力して，

地域調査に取り組むこ

とができたか。 

政治参加や選挙につ

いての意見交流をする

ことができたか。 

政治参加について，多

面的・多角的に考えるこ

とができたか。 

選挙について，多面

的・多角的に考えること

ができたか。 

これからの政治参加

について，根拠をもって

具体的に考えることが

できたか。 

地域調査において，聞

き取りや見学，写真撮影

をすることができたか。 

地域調査をまとめ，独

自資料を作成すること

ができたか。 

資料を活用して，意見

や考えをまとめること

ができたか。 

地域の開発と政治と

のかかわりを理解する

ことができたか。 

まちづくりと政治と

のかかわりを理解する

ことができたか。 

我が国の政治の考え

方や働きが，日本国憲法

にもとづいていること

を理解することができ

たか。 

 

４．指導にあたって 

（１）児童の実態 

小学６年生になると，地域における生活経験も豊かになり，地域の出来事を話題にして会話し，

新しい公共施設ができること，地域住民が困っていることなどを，様々な形で見聞している。 

そのような社会認識の広がりや発達がある一方で，「政治参加は，まだ先のことで，大人にならな

いと難しいこと」という印象をもっている。また，小学６年生にとって，政治は選挙とすぐに結び

つくものであり，それが「自分は未成年」ということで，「将来のこと，まだ先のこと。今は関係の

ないこと」として認識される。子どもたちにとって，政治は「大人のすること」「難しいこと」「今

は関係ないこと」という捉え方であると考える。子どもたちは，政治とのかかわりを意識する感覚

をあまりもっていない現状がある。 

しかし，小学６年生にもなると，買い物をすることで消費税を払い，「納税者」としての認識や自
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覚はできる。そして，小学６年生は，将来の「主権者」，いや，日本国民である以上は現在も「主権

者」として，その自己認識を育てることは重要であると考える。また，住んでいる地域社会の一員

であるという認識をもつことで，子ども目線での「まちづくり」に参加することも可能であり，こ

れからはそのようなことが求められる。「政治」を，小学６年生から意識することができるようにな

るためには，地域社会とのつながりは必要かつ重要であると考える。 

小学６年生でも，地域にできた新しい公共施設，地域住民の生活の問題点など，小学校区の生活

において政治と関連のある社会的事象を取り上げることで，「政治」や「まちづくり」，「政治参加」

を意識することができると考える。そのため，「暮らしの中の政治」を認識できる地域教材や指導の

工夫が重要になる。 

 

（２）教材について 

選挙権年齢の 18 歳引き下げに伴い，「模擬選挙」や「模擬投票」，または「政策議論」などの教材

や実践が思案される。しかし，学習内容に「具体性」や「切実さ」が希薄であれば，「人気投票」や

「無関係な話」としての活動にとどまる可能性が高い。さらに，「政策議論」は，小学生の段階にお

いて，実態や実情と乖離した内容となることが予想され，余計に政治に対する難しさや抵抗感を植

えつける結果になる可能性がある。 

本単元では，「日本国憲法」の全文を最重要教材として活用した。我が国の政治の考え方の根幹が

示された資料であり，「国民主権」「基本的人権の尊重」「戦争放棄」の三原則のもとで，現在の政治

や日本社会が営まれている根拠であることから，その理念を理解するために活用することは必要で

あると考える。 

次に，校区内における「道路建設」と「まちづくり」といった地域の社会的事象を取り上げた。

これらは，学習指導要領に示される「内容の取扱い」（２）ウの「地域の開発」の事例として位置づ

けられる。これらの教材の意義として，①かかわる人々やもの，活動が身近に存在する点，②行政

資料がある点，③子ども自身も住民の一人である点などが挙げられる。 

これらの意義から，学習活動が身のまわりの生活に関係することになり，主権者としての意識を

もちながら，学習することができる。このことから「政治参加」のあり方を考える状況が生まれや

すくなる。また，指導計画に調査活動を位置づけることが容易になり，行政資料を活用して「政治

の働きや考え方」の理解を図ることができると考える。  

小学校段階においては，学習指導要領が示すように，地域の社会的事象の調査活動や資料活用に

取り組む中で，「日常生活における政治の働きと我が国の政治の考え方」を理解することに重点を置

くのが適切であると考える。それをふまえ，将来の「政治参加」について考えることで，さらに「国

際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う」ことを

目ざした。 

 

（３）指導上の工夫・留意点 

本単元における指導上の工夫の一つは，「すべての子どもが取り組める学習活動」である。子ども

の知識量の差，苦手意識によって学習活動が停滞することがある。そのような状況になる学習活動

や展開にならないように，指導計画を立案した。具体的には，「資料に印をつけて読む」「グループ
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で話し合う」「グループでの調査活動」「地域の方を招いての調査報告会」「発表ではなく，一人一人

が対話する意見交流活動」などである。これらの指導の工夫によって，子どもたちの興味・関心・

意欲を高めることができると考える。 

次に，「意見一覧表」を作成したことである。「意見一覧表」とは，子どもの感想や教師の発問に

対する意見をまとめた表である。この表の作成に取り組みながら，教師は，個々の子どもの学習状

況を評価し，支援の必要な子どもへの手立てを考える。 

また，次時の授業に「意見一覧表」を配付することで，学習をふりかえり，多様な意見を知る機

会をつくった。子どもが，自己の意見や考えをより明確にし，深めるためには，他者の意見や考え

を知ることが重要である。この取り組みが，子どもの社会的な思考・判断・表現を評価し，指導す

ることにもつながる。 

また，一次資料の活用を多く導入し，指導した。例えば，市役所発行の行政資料や「日本国憲法」

全文などを配付し，「初めて知ったこと」「難しいこと」「わからないこと」などに印をつける活動を

通して，社会科学習において重要な一次資料に触れさせた。その際，留意する点としては，資料を

理解させる学習にするのではなく，資料を活用するための学習にすることである。具体的には，「日

本国憲法」全文であれば，その条文や内容を暗記させることに重点を置くのではなく，「日本国憲法」

の条文や内容を活用して考えたり，説明したりする「活用型」の指導に重点を置いた。本単元では，

児童の実態や教材に合わせて，その視点から観察・資料活用の技能を評価し，指導の工夫を図った。 

本単元の留意点として，調査活動が休日や放課後を利用した聞き取り調査や見学になるため，事

前の打ち合わせ時間の確保，保護者への協力の連絡，安全指導を必ず行うことが挙げられる。また，

「調査報告会」を実施する学習活動では，市役所職員や「まちづくり」にかかわる地域の方々を招

請した。その際，依頼や事前の打ち合わせの連絡を，十分に余裕をもって計画することに留意した。

そうすることで，子どもたちの学習状況との関連を図ることができる。 

 

 

５．単元の指導計画（総時数 18 時間） 

時 ねらい ○学習活動 ・内容 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

①
（
つ
か
む
） 

校区内の「道路建

設」事業について

知り，地域の開発

に興味をもつ。 

○地図を比較して，「道路建

設」事業後の変化を調べる。 

・宅地や道路など，周辺の土

地利用の変化など 

○授業の感想をまとめる。 

◎住宅地図 

◇グループごとに，気づいたことを地図に記

入するよう指示する。 

◆地図に気づいたことを記入できたか。 

（技／地図） 

◇授業の感想を意見一覧表にまとめ，次時に

配付する。 
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②
（
つ
か
む
） 

校区内の「道路建

設」事業における

地域住民と政治と

のかかわりを知

る。 

○パンフレット資料をグルー

プで読み，「道路建設」事業

についての概要を調べる。 

・「道路建設」事業における地

域住民の声や行政の働きな

ど 

○授業の感想をまとめる。 

◎市役所発行のパンフレット 

◎意見一覧表 

◇意見一覧表を読んで，前時の内容をふりか

えり，よいと思った感想に線を引く。 

◇ノートにメモを取るように指示する。 

◆地域住民の声や行政の働きを知ることが

できたか。（知・理／ノート） 

③
（
調
べ
る
） 

校区内の「道路建

設」事業後におけ

る地域住民の声や

変化を調べる。 

○「道路建設」事業後の人々

の暮らしを調査する計画を

立てる。 

・インタビューやアンケート

の内容など 

（調査活動を行う。） 

◎調べたことをメモしたノート 

◇インタビューやアンケートの内容に，共通

事項を設ける。 

◆調査計画を立てることができたか。 

（技／ノート） 

◇休日を利用して調査活動に取り組むため，

活動における諸注意などの指導，及び保護

者への連絡などを事前に行う。 

④
（
ま
と
め
る
） 

校区内の「道路建

設」事業後におけ

る地域住民の声や

変化を調べる。 

○校区内の「道路建設」事業

後における地域住民の声や

変化について調査したこと

をまとめる。 

・暮らしの中で，改善された

ことや新たな課題など 

◎調査活動のメモや写真 

◇政治とのつながりを意識させる。 

◇新たな課題について注目させる。 

◆政治とのつながりを意識して，調査をまと

めることができたか。 

（思・判・表／発言・ノート） 

⑤
⑥
（
深
め
る
） 

政治の果たす役割

や仕組みを理解す

る。 

○市役所職員を招請して，調

査報告をする。 

○市役所職員から，「道路建

設」事業や行政の働きにつ

いての講話を聴く。 

・市と議会との関係や法律，

条例，市民による「まちづ

くり」など 

○感想をまとめる。 

◎教科書 

◇話を聴く際，事後の学習に活用できるよう

に，メモを取るよう指導する。 

◆市役所の役割や働き，仕組み，暮らしとの

かかわりを知ることができたか。 

（知・理／ノート） 

◇感想を意見一覧表にまとめ，次時に配付す

る。 

⑦
（
深
め
る
） 

税の働きや役割に

ついて理解する。 

○租税教室を開き，講師から

講話を聴く。 

・税の集め方や種類，その働

きや役割など 

○感想をまとめる。 

◎教科書 ◎講師からの配布資料 

◇事前に講話内容について，講師と打ち合わ

せをする。 

◆税の働きや役割について，暮らしとのかか

わりを通して，理解することができたか。 

（知・理／ノート） 

◇感想を意見一覧表にまとめ，次時に配付す

る。 
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⑧
（
つ
か
む
） 

日本国憲法の三原

則を理解する。 

○教科書を読み，これまでの

歴史学習をふりかえる。 

・戦争の反省をもとにした理

念であることなど 

○日本国憲法の条文を読み，

これまでの学習をふりかえ

りながら，暮らしとのつな

がりについて考える。 

・道路は税金でつくられてい

たね。 

・議会は，住民のための条例

をつくっていたね。 

○感想をまとめる。 

◎教科書 

◎意見一覧表 

◇意見一覧表を読んで，前時の内容をふりか

えり，よいと思った感想に線を引く。 

◎日本国憲法の条文 

◇日本国憲法の条文は，全文に読み仮名をふ

って配付する。 

◇日本国憲法の前文に触れることが重要。 

◆日本国憲法の三原則を理解することがで

きたか。（知・理／ノート） 

◇感想を意見一覧表にまとめ，次時に配付す

る。 

⑨
（
調
べ
る
）
⑩
（
ま
と
め
る
） 

小学校区における

暮らしの課題を調

査し，その解決策

を提案する。 

○小学校区における暮らしの

課題には，どんなことがあ

るのかを話し合い，予想す

る。 

○調査計画を立てる。 

（調査活動を行う。） 

○調査をまとめる。 

・公園の遊具の整備，危険な

場所や道路，公共施設の整

備，環境美化など 

◎教科書 

◎意見一覧表 

◇意見一覧表を読んで，前時の内容をふりか

えり，良いと思った感想に線を引く。 

◎教師作成資料（調査報告書の手本） 

◇休日を利用して調査活動に取り組むため，

活動における諸注意などの指導，及び保護

者への連絡などを事前に行う。 

◆調査報告書をまとめることができたか。 

（技／調査報告書） 

◇調査活動で撮影した写真や，聞き取りのメ

モを活用することを指導する。 

 

⑪
⑫
（
深
め
る
） 

「まちづくり報告

会」を開き，「まち

づくり」を支える

人々とのかかわり

を通して，地方自

治について理解す

る。 

○調査報告をする。 

○「まちづくり」を支える人々

の感想を聞く。 

・子どもの目線で「まちづく

り」を見ることは，重要で

ある。 

・すべての人が住みよい，安

心・安全な街にするために

協力してほしい。 

○授業の感想をまとめる。 

◎調査報告書 

◇報告会の進め方について，招請する地域の

方と事前に打ち合わせをする。 

◆「まちづくり」について，政治の働きの一

つの形である地方自治として理解するこ

とができたか。 

（知・理／発言・ノート） 

 

◇感想を意見一覧表にまとめ，次時に配付す

る。 

 



6 

 

⑬
（
深
め
る
） 

未成年者の「政治

参加」の権利につ

いて，これまでの

学習をもとに考え

る。 

○「小学６年生に政治参加で

きる権利はあるのか」を，

これまでの学習をもとに，

グループで話し合って考え

る。 

○資料を活用して，根拠をも

って意見をまとめる。 

○意見交流をして，再考する。 

・国民主権，地方自治，基本

的人権の尊重，「まちづく

り」，選挙権，税金，日本国

憲法など 

◎教科書 

◎意見一覧表 

◎教師作成資料 

◎これまで配付した資料 

◇「小学６年生に政治参加できる権利はある

のか」という問いについては，様々な意見

や考え方があることを伝え，自分なりの意

見や考えをまとめるよう指導する。 

◇意見交流では，他者の意見を肯定的に捉え

ることを指導する。 

◆「政治参加」できる権利について，これま

での学習や資料をもとに考え，意見をまと

めることができたか。 

（思・判・表／発言・ノート） 

◇意見を一覧表にまとめ，次時に配付する。 

 

⑭
（
深
め
る
） 

未成年の「政治参

加」について，考

えを深める。 

○「まちづくり報告会」をふ

りかえり，「政治参加」と言

えるかを考える。 

○資料を活用して，根拠をも

って意見をまとめる。 

○意見交流をして，再考する。 

・国民主権，地方自治，基本

的人権の尊重，「まちづく

り」，選挙権，税金，日本国

憲法など 

◎意見一覧表 

◎教科書 

◎これまで配付した資料 

◇前時の発問「小学６年生に政治参加できる

権利はあるのか」についての意見をふまえ

て，この間取り組んだ「まちづくり報告会」

が「政治参加」にあたるかを考えさせる。 

◆「政治参加」について，根拠をもって意見

をまとめることができたか。 

（思・判・表／発言・ノート） 

◇意見を一覧表にまとめ，次時に配付する。 

 

⑮
（
深
め
る
） 

「選挙権」の年齢

制限を考えること

を通して，「選挙」

のあり方を考え

る。 

○「選挙権の年齢制限は 18

歳以上でよいか」を，グル

ープで話し合い考える。 

・国民主権，基本的人権の尊

重，地方自治，「まちづく

り」，選挙権，税金，日本国

憲法など 

○根拠をもって意見をまとめ

る。 

○意見交流をして，再考する。 

◎日本国憲法条文 

◎意見一覧表 

◎教科書 

◇前時の学習の意見をふまえて，発問する。 

◆根拠をもって意見をまとめることができ

たか。 

（思・判・表／発言・ノート） 

◇意見を一覧表にまとめ，次時に配付する。 
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⑯
（
深
め
る
）
【
本
時
】 

これまでの学習を

もとに，「政治参

加」について，選

挙権のない未成年

でも参加できる活

動を考える。 

○「選挙」以外の「政治参加」

について，資料を通して知

る。 

○これから取り組める「政治

参加」について考え，意見

をまとめ，黒板に掲示する。 

○意見交流をする。 

○授業の感想をまとめる。 

◎教科書 

◎意見一覧表 

◎教師作成資料 

◎年表掲示物 

◇「政治参加」は，「選挙」以外にもあるこ

とを，資料を活用して理解を促す。 

◇年表掲示物を活用して，現在の年齢から 20

年間で，どのような「政治参加」をしたい

かを考えさせる。 

◆これからの「政治参加」について，自分な

りに考えることができたか。 

（関・意・態／発言・ノート） 

◇感想を意見一覧表にまとめ，次時に配付す

る。 

⑰
⑱
（
参
加
す
る
） 

小学６年生でもで

きる「政治参加」

の活動を考え，実

践する。 

○前時の感想をもとに，小学

６年生でもできる「政治参

加」を学級で決める。 

○学級で決めた「政治参加」

を実践する計画を立てる。 

○実践しての感想をまとめ

る。 

◎年表掲示物 

◇「政治参加」の内容については，「まちづ

くり」の活動が望ましい。 

◇「主権者」の意識をもてるように指導する。 

◇保護者にも参加の依頼をして，親子で取り

組めるようにすると，より「まちづくり」

の取り組みの質が向上する。 

◆活動に取り組んで，感想をまとめることが

できたか。（関・意・態／ノート） 

※上記の指導計画は，指導と評価の一体化を図る観点から，児童の学習状況に応じて，修正・変更され

ながら，展開されることが望ましい。 

 

６．本時の指導（第 16時） 

（１）本時のねらい 

これまでの学習をもとに，「政治参加」について，選挙権のない未成年でも参加できる活動を考え

る。 

 

（２）本時の展開 

時配 ○学習活動 T：発問 C：児童の反応 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

 

5 分 

○選挙権の年齢制限について，前時の意見を紹介す

る。 

C：同じ考えだ。 

C：子どもも主権者だから，選挙年齢はもっと下げ

た方がいい。 

◎意見一覧表 

◇意見一覧表を読み，同じ意見や異なる意

見に線を引くように指導する。 
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C：未成年が選挙したら，人気投票になるからよく

ないと思う。 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分 

○資料をもとに「政治参加」のあり方を知る。 

C：「選挙」だけが「政治参加」ではないんだね。 

C：「世論」のように，自分の意見を主張すること

も「政治参加」になるね。 

C：「まちづくり」に協力したり，参加したりする

ことも「政治参加」だと思うよ。 

○これから「政治参加」について自分で取り組んで

みたいことをワークシートに書いて，黒板の年表

掲示物に貼る。 

 

 

 

T：取り組んでみたい政治参加の活動をワークシー

トに書いて，年表掲示物に貼ってください。 

C：どんなことをしてみたい？ 

C：難しい。どうしよう。 

T：難しいと思ったら，グループの人に相談してみ

ましょう。 

C：「まちづくり」みたいなことなら，今でもすぐ

できるね。 

C：成人してから，すぐ衆議院議員選挙があるから，

選挙に行くよ。 

C：17歳ごろから，政治に関心をもって，政治のこ

とをいろいろ学びたいな。 

○黒板の年表掲示物を見て，意見交流をする。 

T：年表掲示物に貼られた，友達の意見を見てみま

しょう。 

C：○○さんの「道のごみ拾いをする」も「まちづ

くり」として「政治参加」になるね。 

C：△△さんの「中学生になったら，市議会に意見

書を提出する」のもいいな。 

C：□□さんみたいに「地域の人々と花を植える」

は，今からでもできそう。 

◎国政選挙の新聞記事 

◎県知事選挙の新聞記事 

◎新聞の投書欄 

◎最高裁判所長官の選挙に関する宣伝記事 

◎選挙活動の新聞記事 

◎市民運動の新聞記事 

◎これまでの資料 

◇新聞記事の資料は，各グループに１枚配

付する。 

 

 

 

◎年表掲示物 

◇年表掲示物に貼りつけるワークシートを

準備する。 

◇支援が必要な子どもには声をかける。ま

た，グループ内で話し合うように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇まだ意見をまとめることができていない

子どもがいたら，年表掲示物を見て考え

ることができるように指導する。 

10分 

 

 

○これからの自分たちの「政治参加」について，考

えをまとめる。 

C：選挙権が認められる 18 歳までの間にできる政

◇ノートにメモを取るように指導する。 

 

 

これから取り組みたい政治参加について考え

よう。 
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5 分 

治参加には，どんな活動がありますか。 

C：今の私でもできる「政治参加」は，「まちづく

り」だと思う。みんなで，できるといいな。 

C：成人して選挙権が認められる前に，政治に関心

をもって，新聞投稿などで意見を主張したいな。 

T：これからの私たちの「政治参加」についての感

想をまとめましょう。 

 

◆これからの「政治参加」について，自分

なりに考えることができたか。 

（関・意・態／発言・ノート） 

 

 

７．備考 

この学習指導案は，第６学年の公民的分野の二つの小単元『わたしたちの暮らしを支える政治』『憲

法とわたしたちの暮らし』をまとめて作成した内容となっている。 

「意見一覧表」を読む学習活動は，学習状況を見て，５～10 分ぐらいとするとよい。その際，模範的

な例として，あるいは子どもの意欲喚起としての観点から，教師が特に取り上げたい感想や意見を全

体に発表することで，指導と評価の一体化を図ることができる。 

教師の発問のあとの意見をまとめる学習活動は，子どもがしっかりと考える時間を十分に確保する

ことが重要である。そのうえで，次時に意見交流をすると，余裕をもって学習活動に取り組むことが

できる。 


